
　昭和機器計装は、水や空気などがどの程度流れているのか
測る「流量計」を設計・製造・販売している企業だ。主力商品
は、高温や振動、結露といった過酷な環境にも耐えうる「フラプ
ター流量計」シリーズで、製鉄所をはじめとする各種工場、上
下水関連施設、海運・造船産業などで広く使われている。
　製品力と技術力がものをいい、2013年頃までの同社では好
業績を維持できていた。しかし、2014年、ある大口顧客からの
受注が激減したため、全社の売上高・営業利益率ともに大きく
落ち込んでしまった。そんな中で代表取締役に就任したのが、
創業者の娘婿である篠原利彦氏だ。
　「当時の我が社は、ひと言で表せば『下町の町工場』。老朽化
した設備があるほか、1人のスタッフにしかできない工程が多
く、生産効率も高いとは言えませんでした。また、社内のコミュ
ニケーション不足も課題でしたね」（篠原氏）
　篠原氏は前職で製品の製造責任者を担当し、生産性改革に
成功した経験があった。その経験を生かし、就任直後から急ピ
ッチで社内改革を進めていった。

　篠原氏はまず、営業力強化と労働環境の整備に取り組んだ。
営業力強化では、営業部員をセミナーに参加させ、改めて営業
の基本について学んでもらった。労働環境の整備では、設備や
工具などを導入して作業しやすい環境を整えたことに加え、作
業工程や内容について責任者を中心に各担当者で再検討を実
施した。さらに万一の事態に備えるため、部材供給元や業務委
託先の二重化を進めている。
　「それまでは『これはAさんしかできない』という作業が多く、
仕事の待ち時間が発生しがちで効率が悪かったのです。そこ
で、1人のスタッフが複数の仕事を掛け持てるよう『マルチタス
ク化』を進めました」
　売り上げ増のため、新分野への進出も図っている。2016年、
東京都中小企業振興公社の「事業化チャレンジ道場」を活用し
て、従来とは異なった業界に向けた流量計を新たに開発。ま
た、既存製品を改良し、東南アジア向けに輸出することも検討
している。
　篠原氏が挑戦したもう一つの取り組みは、従業員にとって魅
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ー輝く企業の現場からー

企業にとって最大の財産は「人」だと篠原氏。
外部企業と提携して研修プログラムを作成するなど、
人材育成に注力している
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力的な会社を作り上げることだ。
　「仕事にやりがいと楽しさがあれば、人は自ずと努力します。
そこで、従業員が興味を持っている仕事にチャレンジできる仕
組みを整えたいですね。また、働きやすい環境の整備も大切。
AEDの設置や人間ドック受診制度の充実などを積極的に進め
ています。さらに、従業員一人ひとりと数年先の目標を共有し、
その目標に向かって学ぶ外部研修プログラムも新設しました。
今後は、従業員の給与額引き上げも行っていきたいと考えてい
ます」

　篠原氏が経営者として最も大切にしているのは「正直さ」だ。
取引先はもちろん、同業者とも積極的に交流会を開いて情報
交換を行う。一方、従業員に対しては、月1回開かれる「事業会
議」や年2回の「事業説明会」などを通じ、細かい経営情報を共
有している。
　「地域や顧客に貢献することは、当社にとって大きな軸。そこ
で、お客さまに対しては何事も包み隠さずお付き合いをすると
いう方針を貫いています。その姿勢は、従業員に対しても変わ

社内・外を問わず正直な姿勢で向き合う

りません。全員に『昭和機器計装は私の会社だ』という意識を
持って欲しいことから、会社の現状を正しく伝えているのです。
私は、当社をさらに働きやすい会社に育て、従業員や関係する
方々が５年、10年後も一緒に働きたいと思う会社にしていきた
いと考えています」
　今後は売り上げ確保のため、既存製品であるフラッパー型
流量計の分野で、業界ナンバーワンを目指す昭和機器計装。さ
らに、自社の強みを生かしながら、装置組み込み型流量計など
の新規分野にも進出を図る方針だ。

楽しく働ける職場づくりに全力

① ② ③

　

取材後記

当社は業務効率化に加え、社員が働きやすい環境整備に取り
組まれています。当社にお伺いした際、若手社員が率先して発
言し、ベテラン社員がそれをもとに改善案を出し、全員で一つ
のものを作りあげる様子が印象的でした。個々の社員が当事者
意識をもって仕事に臨む企業風土が育まれていることがうか
がえます。　　　　　　　　　　　（城南支社　白岩ちひろ）
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将来は、製造スタッフにもCADや製図の知識を学
ばせるなど、幅の広い人材の育成を目指す予定

売上高の約7割を占めるフラプター流量計。水や
空気の流量を簡便に把握できる点が高く評価さ
れている

全従業員に向けて行
われる「事業説明
会」では、経営情報
なども正直に伝えて
いる

効率化に向けての秘訣
社員のマルチスキル化を図る
ことです。作業工程や手順を
常に見直し、設備や工具を的
確に導入して「作業しやすい
環境」を現場が自ら整えるこ
とが重要です。
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